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株式会社アイダメカシステム

【働きやすい職場づくり取組事例】【働きやすい職場づくり取組事例】

育児・介護休業法の改正で、3歳から小学校就学前の子を養育する労働者に関し、
事業主が次の 5つの措置のうち 2つ以上を講じることを義務化

フラットな社内体制で業務の効率化を実現

date 所在地 : 美作市中川337
従業員 : 12名（男性9名　女性3名 ）

H　P :https://www.aida-mecsys.co.jp/ 

製造業
【 事例 1 】

株式会社アイダメカシステム の柔軟な働き方を実現するための措置

育児・
介護休

業法

改正に
よる

労働者は、事業主が講じた措置の中から 1つを選択して利用することが可能

養育両立支援休暇の付与
（子育て関連の特別休暇など年 10日以上）

始業時刻等の変更（時差出勤）

テレワーク等（月10日以上）

短時間勤務制度 保育施設の設置運営等

　2021年、技能職スタッフがマネジメントや管理業務に煩わされることなく、強みである技能を最大限に発揮できる

よう役職を廃止しました。スタッフ数が少人数というメリットを生かすため、マネジメントを経営層にシフト。さらに効

率を重視し、DX化を進めました。情報伝達は、チャットツールを用いてスタッフ全員に開示・共有することで、経路が

シンプルになり、思い込みや異なる理解による誤解が生じないようになっています。加えて、タスク管理やスケジュー

ル管理は専用ツールなどを使用し、リアルタイムでデータを共有できるようにしました。

役職制度を廃止 ［取組導入の目的］マネジメントの効率化と情報の可視化

　スタッフがフラットな立場でアイデアや意見を発言で
きるようになったことで、少人数でも多様な仕事への対
応が可能に。結果として生産性の向上につながりまし
た。DX化を進めたことで、課題の共有が可能になった
ほか、進捗を踏まえた日程調整がスムーズに。また、ペー
パーレス化も実現しました。

【生産性の向上】
　一人一人が会社全体を気に掛けながら仕事に取り
組めるようになりました。クラウドサービスを使用してい
るので、ピアボーナス制度で誰が感謝されているかが
分かり、対象となった本人の自己肯定感も上がっていま
す。一体感のあるチーム作りや、コミュニケーションの活
性化、ワークエンゲージメントや心理的安全性の向上に
つながりました。

【一体感のあるチーム作り】

取組の効果

　年３回、スタッフ全員が「自分以外のスタッフ」と「自分」について評価を行います。これは、会社にどれだけ貢献でき

ているかの定性的な内容を、十数項目に応じて評価するもの。全員の評価を集計して平均を出すことで、自己評価と

他人評価を比較できます。その結果を踏まえ、キャリアコンサルタント・カウンセラーの資格を持つスタッフ同席の上、

2on1で話し合いを実施しています。また、スタッフ同士が仕事や生活上で感謝の気持ちを伝えられるピアボーナス制

度を導入。多面的な評価をもとに自己実現できるよう取り組んでいます。

多面評価制度 ［取組導入の目的］納得のいく客観的評価

・こだわりの社内研修
・1時間単位での年次有給休暇の取得
・希望制の短時間正社員制度
・希望制の勤務日数短縮正社員制度
・オンライン目安箱
・取得しやすい休暇制度

会社独自の取組制度一覧

●職場のフラット化

取組時の目標

●家庭や生活と仕事の両立
完全週休二日制導入

　2015年に、新卒入社の優秀な若手スタッフが、深夜残業と土日出勤を理由に早期

離職をしたことで、働き方改革の必要性を痛感しました。また、スタッフ数10人程度で

も、役職があるために、一度上司を通じて業務を進める慣習が残っており、無駄を感

じていました。加えて、評価制度の不公平感も課題でした。

取組を導入するきっかけ

事例1

事例2

代表取締役

丸山 隆行

●岡山働き方改革パイオニア企業表彰（2021）
●おかやま子育て応援宣言企業　県知事賞（2021）
●将来世代応援企業賞（日本創生のための将来世代応援知事同盟）（2023）
●健康経営優良法人（中小規模法人部門）
　（2019・2020・2022・2023・2024）

“数値で見る” 働きやすい職場環境

%86.6●年次有給休暇取得率（平均）:

%25.0●テレワーク制度を利用した＆現在利用中の従業員の割合 :

●年間休日数（平均）: 日126.2 %100●女性の育児休業取得率 :

役職制度廃止

2016年

2021年
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